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424　　　TpA（tissue　p。lypeptide　antigen）－RIA

の特異性に関する研究

　浜津尚就1），山崎　武1），細田四郎2），浦　恭章3），

　越智幸男3）（滋賀医大放部P，二内2｝，中検9）），

　宮崎忠芳（京府医大放），石田正夫（南丹病院）

425　　モノクロナールCEA抗体を使ったCEAキッ

トの基本的，臨床的検討

　浦　恭章1），越智幸男D，浜津尚就2）（滋賀医大中

　検D，放2）），八谷　孝3），宮崎忠芳4）（京府医大

　二内3），放4｝），石田正夫（南丹病院）

TPAは諸種悪性腫瘍のみならず良性疾患でも上昇す

ることを確認した。TPAはケラチン（K）抗体（polyclonal

およびmonoclonal）と反応した。この反応はK抗体に

用量反応性であった。一方TPA抗体はKとは反応しな

かった。TPAとKの関係は図の様に推定された。TPA
はLea，　Leb抗体および血液型AおよびBの何れとも

反応した。この事からTPAはSingle　polypeptideで

なくて，糖鎖を有すると推定された。しかしKはこれ

らの諸抗体と反応しなかった。故にTPAは血液型様抗

原とK様抗原の2つを持つことが推定された。Kに特

異的なRIAで，正常人は30　ng／ml以下であり，ある

種の癌患者やその他の疾患で

も上昇が認められた。癌患者

のTPAとK値は特に相関は
なかった。癌患者血清を

Sephadex　G－200で分画する

と，TPAとKはvoid　volume
（MW．＞20万）とnv．5万の分

画に各々認められた。

TPA　and　Keratin
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　今回，1㎜unoradio皿etric　assay法によるモノクロ

ナールCEA抗体を使ったCEAキット（トラペノール）

を使用する機会を得たので報告する。本法の基礎的検

討で，標準曲線，同時，日差の再現性等は良好であっ

た。1～4∞ng／m1の範囲で測定司能であった。また，

NCAやBGPとの交差反応は，夫々0．0075％，0．0005

％であった。本法による正常者血清（肝機能正常）の

non－heavy　s皿okerおよびheavy　smoker夫々100例

のCEA値は，夫々1．67±0．92　ng／ml，3．92土2．75

ng／m1であった。一方Roche法では，夫々1．67　t

O．92ng／m1，2．48±1．20　ng／mlであった。本法と

Roche　CEAキットの相関はr＝0．67の正の相関を示

した。各種良性疾患160例，悪性疾患200例を測定

し，本法の正常cut－off値を5ng／mlとすれぱ，

胃癌30例での陽性率は，本法53％・Roche法60％・

乳癌30例では，本法30％，Roche法20％であった。

本法は，被検を直接アッセイ出来，半日で測定結果が

得られる事から，日常検査に有用であった。

426　　細胞内レチノール結合タンパク（CRBP，

ビタミンAレセプター）測定の基礎的臨床的検討

　　安藤研司、石神達三、佐藤誠也（北里バイオ

　　ケミカルラボ，プリストルマイヤーズKK）

　　桑野信彦（大分医大、生化）

　　柳田とも子、小宮山荘太郎（九大、耳鼻）

　ビタミンAと制癌剤を併用したFAR療法は、頭頸

部領域の腫瘍に広く使用され、強い抗腫瘍効果が認め

られている。このビタミンA療法と癌細胞内のビタミ

ンAレセプターの関係を明らかにする為、Scatchard

plo七解析法によるビタミンAレセプター（CRBP）

測定法を開発した。本法の測定結果はしょ糖密度勾配

法による解析結果とよく一致し・精度も良好であっt6

この測定法を用いて、喉頭癌組織中のCRBPを測定

したところ、癌組織中CRBP量は隣接する正常組織

細胞内よりも多いことが明らかになった。また一般に

同一癌組織でも周縁組織細胞の方が中心部よりもGR

BP量の多い傾向が見られた。さらにビタミンA療法

に反応する喉頭癌例では、無効例に比して癌周縁細胞

内のσRBP量が増加している傾向が示唆された。

427　　　1n－111標識モノクローナル抗体の作製：標

嵩による抗体活性と体内分布への影●について

　　阪原晴海、遠藤啓吾、中島鉄夫、太田仁八、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　オt　　　　　　　　　　　　の　　　　　　　　　　オ　　鳥塚莞爾、岡田胞一郎　、吉田修　、大桃善朗　、

　　古川高子⇔、横山　●SS（京大　核、泌S、薬ts）

　　西　信三（北大　生化）

　diethylenetrianinepentaacetic　acid（DTPA）を用い

てヒトα一fetoprotein（AFP）に対するモノクローナル

抗体のln－111標識を行い、標識による抗体活性、体内

分布への影■について検討した。抗体1分子tc　DTPA　1

分子が結合した場合、抗体活性はほぼ完全に保たれた

が、抗体1分子に結合するDTPA分子数が増すに従い、

抗体の抗原への結合能が著しく低下した。抗体活性の

保持されているOIPA結合抗体をIn－111で標識し、AFP

産生ヒト睾丸腫痛移植ヌードマウスに投与した。シン

チグラム上腫瘍は■性摘iされ腫癌への集積は1－131

標識抗休に比べ高かった。抗体1分子にDIPAが4分子

以上結合したln－111標識抗体では肝への集積が増し、

腫癌への集積は減少した。

　本法は簡便で再現性にすぐれたln－111標嵩法である

が、DTPAの抗体への結合が抗体活性および体内分布に

大きく影●する。しかし、適当な条件下では抗体活性

はほぼ完全に保たれ、腫宙への集積は1－131標霞抗体

に比較し、良好であった。
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